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10
月
21
日
㈯
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー

ル
で
、
南
島
原
市
誕
生
記
念
式
典
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
関
係
者
約

５
０
０
人
が
出
席
し
、
新
市
誕
生
を
祝

い
、
郷
土
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
主
催
者
の
松
島
市
長
を

は
じ
め
、
日
向
議
会
議
長
な
ど
が
出
席
。

来
賓
と
し
て
、
菅
総
務
大
臣
の
代
理
と

し
て
、
本
市
西
有
家
町
出
身
の
吉
田
哲

自
治
大
学
校
長
、
金
子
長
崎
県
知
事
、

末
永
県
議
会
議
長
、
吉
岡
島
原
市
長
、

奥
村
雲
仙
市
長
な
ど
を
迎
え
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
島
市
長
は
式
辞
の
中
で
『
八
町
の

こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
実
績
の
上
に
、
南

島
原
市
の
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お

り
ま
す
「
南
向
き
に
生
き
よ
う 

緑
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
感
動
創
造
産
地 

太

陽
と
自
然
の
恵
み
で
ひ
と
き
わ
輝
く 

南
島
原
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民

一
人
一
人
が
未
来
へ
の
責
任
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
八
つ
の
心
を
一
つ
に

し
て
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
』
と

あ
ら
た
め
て
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
総
務
大
臣
代
理
の
吉

田
哲
自
治
大
学
校
長
は
『
将
来
の
発
展

を
願
い
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
合
併

を
実
現
さ
れ
た
、
八
団
体
の
長
や
議
会

議
員
の
皆
様
の
御
尽
力
を
は
じ
め
、
住

民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
に
対
し

て
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
』
『
こ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
行

財
政
基
盤
を
強
化
さ
れ
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
市
議
会
、
市
当
局
が
一
丸

と
な
っ
て
、
「
太
陽
と
自
然
の
恵
み
で

ひ
と
き
わ
輝
く
南
島
原
市
」
の
実
現
を

目
指
し
て
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
念

願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
総
務
省
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
「
南
島
原
市
」
が

地
域
経
営
の
視
点
を
も
っ
て
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
元
気
な
地
方
を
作
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
あ
り
ま
す
』
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
金
子
知
事
は
、『
南
島
原
市
は
、

自
然
を
活
か
し
た
農
業
、
水
産
業
が
盛

ん
で
あ
り
、
全
国
有
数
の
手
延
べ
素
麺

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
な
ど
、
他
に

誇
る
地
域
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歴
史
や
文
化
な
ど
の
観
光
資
源
も

豊
富
で
あ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
は
大
き
く
拡
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
南
島
原
市
の
住
民
の
皆
様
が
「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
』
と
、
長
崎
県
の
全
面
協

力
を
約
束
し
な
が
ら
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ほ
か
に
、
合
併
功
労
者
に

対
す
る
表
彰
や
市
長
の
感
謝
状
贈
呈
、

南
島
原
市
の
「
市
の
花
・
市
の
木
」
を

紹
介
し
、
そ
の
命
名
者
に
記
念
品
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
和
道
深
江
太
鼓
と
布

津
無
双
太
鼓
継
承
会
に
よ
る
太
鼓
共
演

が
行
わ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

さ
と
し

　
本
日
こ
こ
に
、
南
島
原
市
誕
生

記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
中

多
数
ご
臨
席
を
賜
り
、
か
く
も
盛

大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、
主

催
者
と
し
て
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
振
り
返
り
ま
す
と
平
成
15
年
９

月
５
日
の
合
併
協
議
会
発
足
か
ら

約
２
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
今
年

３
月
31
日
、
総
面
積
１
７
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
５
万
４
千

人
の
「
南
島
原
市
」
が
誕
生
し
た

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
間
、
国

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な
合

併
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
県
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

知
事
を
本
部
長
と
す
る
長
崎
県
市

町
村
合
併
推
進
本
部
を
設
置
さ
れ
、

独
自
の
財
政
的
、
人
的
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
合
併
し
た
八
町
の
こ

れ
ま
で
の
歴
史
と
実
績
の
上
に
、

南
島
原
市
の
基
本
理
念
と
し
て
掲

げ
て
お
り
ま
す
「
南
向
き
に
生
き

よ
う 

緑
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
感

動
創
造
産
地 

太
陽
と
自
然
の
恵

み
で
ひ
と
き
わ
輝
く 

南
島
原
市
」

を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
一
人
一

人
が
未
来
へ
の
責
任
者
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
八
つ
の
心
を
一
つ

に
し
て
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
が
真
の
意
味
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

難
し
い
市
政
運
営
も
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
今
こ
そ
市
民
の
英
知
を
結

集
し
、
限
り
な
い
郷
土
愛
と
自
ら

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
情
熱
、
市
民

と
市
政
の
連
帯
、
協
働
に
よ
り
、

開
か
れ
た
明
る
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る

南
島
原
市
を
目
指
し
て
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
お
力
添
え
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
、
後
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
で
新
市
誕
生
の
た
め
に
多

大
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま
で
の
ご

尽
力
ご
苦
労
に
対
し
、
心
か
ら
深

甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
臨
席
の
皆
様
、

ま
た
５
万
４
千
の
南
島
原
市
民
の

皆
様
お
一
人
お
一
人
に
も
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
合
併
に
あ
た

り
賜
り
ま
し
た
ご
尽
力
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
美
し
い
私
た
ち
の

郷
土
の
更
な
る
発
展
と
、
ご
臨
席

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
ま

し
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

  

平
成
十
八
年
十
月
二
十
一
日

　  

南
島
原
市
長
　
松
島 

世
佳

市町村合併功労者総務大臣表彰及び
長崎県市町村合併功労者知事表彰　受賞者

本　田　龍　一
伊 藤 邦 弘
藤 原 米 幸
佐 藤 寿 信
松 尾 義 博
三 原 松 朗
元 山 芳 晴
横 田 幸 信

（旧深江町長）
（旧布津町長）
（旧有家町長）
（旧西有家町長）
（旧南有馬町長）
（旧口之津町長）
（旧加津佐町長）
（元深江町長）

川　田　典　秀
隈　部　政　博
林　田　康　　
本　多　大　助
柴　田　恭　成
宮　嵜　和　孝
寺　田　喜　三
穐 山 　 巖
小　嶋　光　明
一ノ瀬　武　亮
植 松 　 凌

（旧深江町議会議長）
（旧布津町議会議長）
（旧有家町議会議長）
（旧西有家町議会議長）
（旧北有馬町議会議長）
（旧南有馬町議会議長）
（旧口之津町議会議長）
（旧加津佐町議会議長）
（元布津町議会議長）
（元西有家町議会議長）
（元南有馬町議会議長）

（敬称略）

長崎県市町村合併功労者知事表彰　受賞者

　�　　三　祐
田　浦　秀　臣
石　川　良　郎
近　藤　多嘉助
城　谷　義　文
平　石　孝　春
平 　 豊
日　向　義　忠
上　田　北　衛
草�　　寛　衛
安　藤　一　樹
杉　本　功　一

（旧深江町議会副議長）
（旧布津町議会副議長）
（旧有家町議会副議長）
（旧西有家町議会副議長）
（旧北有馬町議会副議長）
（旧南有馬町議会副議長）
（旧口之津町議会副議長）
（旧加津佐町議会副議長）
（元深江町議会副議長）
（元布津町議会副議長）
（元南有馬町議会副議長）
（元南有馬町議会副議長）

岸　本　房　也
隈　部　文　博
伊　藤　武　夫
本　村　陽　二
城　谷　東　洋
田　中　次　　
松　尾　壽　春
上　杉　和　夫
小　島　　　仁

（旧深 江 町 助 役）
（旧布 津 町 助 役）
（旧有 家 町 助 役）
（旧西有家町助役）
（旧北有馬町助役）
（旧南有馬町助役）
（旧口之津町助役）
（旧加津佐町助役）
（元深 江 町 助 役）

（敬称略）

市長感謝状　受賞者

川　田　　　稔
倉　原　哲　吾
宮　　　良　輔
下　田　多美子
白　石　　　保
田　中　久　子
松　林　恭　子

隈　部　和　久
中　村　昌　修
酒　井　末　光
宮�　　勝　泰
永　田　倫　康
林　田　千　春
酒　井　智代子

小　松　紘　繁
江　島　敏　彦
横　田　繁　春
中　野　剛　伸
林　田　福　男
金　子　初　夫

岩　永　良　一
石　橋　豊　記
園　田　清八郎
川原田　勝　義
森　田　純　子
小　田　重　一
酒　井　　　正

（旧合併協議会委員）

北　岡　静　壽
増 田 　 篤
　　橋　英　喜

吉 岡 　 巖
井 上 　 操

　　木　浩　徳
松　島　輝　子

豊　増　泰　行
居　原　昌　彦

（元合併協議会委員）

菅　藤　共　榮 吉　岡　宏　道
（旧合併協議会監査委員）

（敬称略）

（故）
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　西有家町に古くから伝わる伝説の大男「みそ五郎」をイメージキャラクタ

ーにして始まった「みそ五郎まつり」が 11 月 4 日㈯～ 5 日㈰西有家町商店

街を中心に、盛大に開催され、約 3 万人の人出で賑わいました。

　今回で25回目となったお祭りは、南島原市発足後はじめての開催となり、

南島原市、麺業界連合、西有家町商工会・漁協、ＪＡ島原雲仙が主催し開催

されました。

　4 日は、カラオケのど自慢大会、県産米ヒノヒカリのすくい取り、ちびっ

こ力自慢、みそ五郎の夕べでは小金沢昇司さんのＮＢＣ歌謡ショーなどが催

されました。

　5 日には、みそ五郎パレードや仮装パレード、大抽選会など、2 日間まる

ごと楽しめるお祭りとなりました。ほかに、2 日間とおしてのそうめんの無

料配布やうなぎのつかみ取り、もちまきなどがあり、会場は笑顔いっぱい。

市外から訪れたご夫婦は「都会のお祭りと違って、地元との密着感があり、

熱気がありますね」「今後もずっと続けてほしいと思います」と話されました。

実はそうめんなんです以外に難しいなあ 「やっぱうまかね」 作り手は大忙し 僕にもできるかも狙い撃ち！いい雰囲気ですね 売れ行きは好調ですか？

テープカットでスタート（開会式）

おかあさんもがんばって！（ちびっ子力自慢大会）

松島市長の開会あいさつ（開会式）

わっしょいわっしょい（開会パレード）

会場はびっしり（みそ五郎まつりの夕べ）

婦人会による総踊り 七福神の宝船も登場（仮装パレード）

島原翔南高校のみなさん 元気な南島原市にします！

さすがそうめんの町（みそ五郎パレード） みそ五郎パレード

あとすこし・・・（もちまき）

こっちにも投げて～（もちまき）

特賞は誰の手に？（西有家カード会大抽選会） NBC歌謡ショー（ゲスト小金沢 昇司さん） 公開ラジオ放送で地元特産品を宣伝

呼吸もピッタリ絶妙なトークに小金沢さんもニッコリ
つ、つかめない・・・（うなぎの掴み取り大会）

岩本助役も大喜び（カラオケのど自慢大会）

入賞者のみなさん（カラオケのど自慢大会）

触って、食べて。そうめん体験コーナー（西有家のそうめんは生産量全国第２位。味も最高！）各種団体・グループによる露店が勢揃い（須川商店街は終日多くの人で賑わいました）
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　11月３日（文化の日）南有馬町の旧JA米倉庫前で、第２回北村西望生誕地現代彫刻プロジェクト「フロム

ライフ」の開式セレモニーが行われ、南有馬町内全域で展示される作家と作品を紹介しました。

　これは、同町出身の故北村西望にちなみ、町の歴史、風土にあった美術展として開催されたものです。

　開会式では、同プロジェクトの川口誠一実行委員会長は「この地域における潜在的な魅力や文化・歴史の

なかで、総合的な文化プロジェクトとして、新進気鋭の作家による展示ができました」とあいさつしました。

また、広島市立大学の浅田学長は「北村西望の生誕地であり、島原の乱のあったこの地域は、『命』というも

のに対する時を超えた普遍性を感じます。この地で連綿と受け継がれたこの『命』こそが芸術であり、「フロ

ムライフ」をこの地で開催できることを大変うれしく思います」と話されました。

　今月号では、今回出展された作品すべてをご紹介いたします。

フロム ライフフロム ライフ フロム ライフフロム ライフ

まちはすてきな美術館

第２回北村西望生誕地現代彫刻プロジェクト 「フロムライフ」

山本 糾 Tadasu Yamamoto
《落下する水》
FALLING WATER, 2006

ラムダ・プリント

祐源 紘史 Hirofumi Yugen
《ポール》
Pole, 2006

ケーブル、容器

旧JA 米倉庫（右）

中村 圭 Kei Nakamura
《カーテン》
Curtain, 2006

ポリエステル布、単管

西川向空き地

藤江 竜太郎 Ryutaro Fujie
《献華》
tribute flowers, 2006

防鳥テープ

原城史跡（蓮池）

藤江 竜太郎 Ryutaro Fujie
《千思万想》
senshi-bansou, 2006

鉄、木、真鍮

旧南有馬漁協漁船修理小屋

小俣 英彦 Hidehiko Omata
《nucleus》
nucleus, 2006

樟

旧JA 米倉庫（中央）

三上 賢治 Kenji Mikami
《関係》
connection, 2006

御影石

原城史跡（二の丸）

吉田 樹人 Shigeto Yoshida
《時の部屋》
Room Full of Time, 2006

赤土、木、セメント

公会堂（２Ｆ）

ワークショップ作品 Workshop Work
《とびだす巨大マップ！》
Giant Pop-Up Map

ミクストメディア

原城図書館（視聴覚室）

前川 義春 Yoshiharu Maekawa
《花》
Flower, 2006

御影石、玄武岩、竹、花

原城史跡（二の丸）

祝辞を述べる岩本助役川口誠一実行委員会長広島市立大学浅田尚紀学長開式セレモニー、テープカット

櫻井 友子 Tomoko Sakurai
《ミナミアリマの木》
The Minamiarima tree, 2006

鉄、土、箔

公会堂（１Ｆ）

津田 亜紀子 Akiko Tsuda
《play hide-and-seek》
play hide-and-seek, 2006

樹脂、布、レース

原城図書館（カウンター前）

野島 泉里 Senri Nojima
《実りへの感謝》
Thanks for the Harvest, 2006

サイトスペシフィックワーク

西築山水田

チャールズ・ウォーゼン
Charles Worthen

《おじぎ》Ojigi, 2006

ブロンズ

あこう街道

旧JA 米倉庫（左）

ご協力いただいた作家のみなさん

ありがとうございました。
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　　　毎年１月１日は農業委員会委員選挙人名簿の申請基準日です。

　　　申請書は、自治会長さんや農事実行組合長さんを通じて配布していただきますが、直接農業委員会

　　（各総合支所および住民センター経済課）でも受け付けますので必ず期限内に申請してください。

　　平成19年 1 月10日㈬まで

　　① 南島原市に住所を有する20歳以上で、10アール以上の農地で耕作の業務を営む者。

　　② ①の同居の親族または同居の親族の配偶者で、年間60日以上耕作に従事する者。

　　③ 10アール以上の農地を耕作する農業生産法人の組合員、社員または株主で年間60日以上耕作業務に　

　　　 従事している者。

　　※選挙人名簿への登載は申請を原則としていますので、もれなく申請しましょう。

　　◎閲覧できる場合が以下のとおり公職選挙法に規定されました
　　　①特定の者が選挙人名簿に登録された者であるかどうか確認するために閲覧する場合

　　　②公職の候補者等、政党その他の政治団体が政治活動･選挙運動を行うために閲覧する場合

　　　③統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究で公益性が高いと認められるもののうち政治･

　　　　選挙に関するものを実施するために閲覧する場合

　　※ただし、市区町村選挙管理委員会は、閲覧により知り得た事項が不当な目的に利用されるおそれがあ

　　　る場合等に閲覧を拒否することができることとされています。

　　※また、選挙人名簿抄本のコピーについては、今後は認められません。

　　◎閲覧の申出をする場合は以下の書類が必要となります

　　※「閲覧申出書」の用紙については、各市区町村選挙管理委員会で入手できます。

　　※②の「公職の候補者等」欄のⅱの資料は、現職は省略が可能です。｢政党その他の政治団体｣ 欄のⅲの資

　　　料は、現職が所属する政治団体は省略が可能です。

　　このほか、実際に閲覧をするにあたっては、本人確認のため、顔写真付きの身分証明書を提示していた　

　　だく必要があります。

　　　南島原市が発注する建設工事の請負、測量及びコンサルタント業務、物品の製造請負及び買入れ、役務の

　　提供等における競争入札の参加を希望する方は、下記の事項に留意して申請書を提出してください。

　　　申請手続きの要項及び申請書様式は、総務部財政課管財契約班に用意しております。ただし、コピー代が

　　必要になります。または、市のホームページからもダウンロードできますのでご利用ください。

　　（１） 受付期間

　　　　  平成19年 1 月10日㈬から平成19年 2 月28日㈬まで（土、日、祝祭日を除く。）

　　　　  ※受付時間は、午前 8 時30分から午後 5 時15分まで

　　（２） 提出方法

　　　　  持参又は郵送により提出してください。（郵送の場合は、当日消印有効です。）

　　　　  郵送による場合、受付確認が必要な方は返信用の定型封筒（宛名明記、80円切手貼付）又は

　　　　  官製はがき（宛名明記）を同封してください。

　　平成19年 4 月 1 日から平成20年 3 月31日まで（１年間）

　　〒 859-2211　長崎県南島原市西有家町里坊 96 番地 2

　　　　　　　　　総務部財政課管財契約班　☎０５０－３３８１－５０２２

　　※平成18年度の入札参加資格申請書を提出されている事業所についても、平成19年度分の提出が必要

　　　になりますのでご注意ください。

　　　経済産業省では、工業統計調査を平成18年12月31日現在で実施します。

　　　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明

　　らかにすることを目的として調査します。

　　　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用

　　されるとともに、企業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材

　　など、広く利用されているところです。

　　　皆様からご提出していただく調査票については、統計法に基づき調査内

　　容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願いします。

　　● 経済産業省　● 長崎県　● 南島原市

　　南島原市農業委員会事務局
　 （各総合支所および住民センター経済課でも受け

　　 付けます。）

必要な書類

①登録の有無の確認

ⅰ閲覧申出書

③調査研究
②政治活動・選挙運動

政党その他の政治団体公職の候補者等

ⅰ閲覧申出書

ⅱ公職の候補者となろう
　とする者であることを
　示す資料

ⅰ閲覧申出書

ⅱ調査研究の概要・
　実施体制を示す資料

ⅰ閲覧申出書

ⅱ政治団体設立届出書の
　写し

ⅲ活動実績を示す資料
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　　　南島原市では、安全・安心住まいづくり支援事業を行っています。

　　　この支援事業は、地震発生のとき木造住宅の倒壊などによる被害を最小限におさえるため、南島原市に存

　　する戸建木造住宅の所有者が、耐震診断や耐震改修工事を行った場合に、県と市が連携して費用の一部を支

　　援するものです。

　◎ 耐震診断と耐震改修費の支援

　◎ 固定資産税の減税

　◎ 所得税の特別控除

　「危険」と判断された住宅の耐震改修工事に対し、

工事費の１/２、60万円を上限に補助します。

　契約は、信頼できる建設業の許可を受けている

地元工務店をお選び下さい。

　皆様からの申出に基づき、市の依頼により構造

に詳しい専門の診断士が訪問し調査します。

　耐震診断に要する費用は１５,０００円（通常額

４５,０００円のうち３０,０００円を支援します。）

　・昭和56年５月31日以前に建設された住宅

　・木造住宅で３階建て以下の住宅

　・申請者本人（税金の未納がない者）が所有し、

　　居住する住宅

　　　今回「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律」に基づき、公道を走行しない農耕作業用自動

　　車についても、公道を走行するものと同様、排出ガスの規制対象となりました。車両に搭載される原動

　　機の定格出力に応じて、その使用に関する規制が開始されます。

　　●特定特殊自動車とは、公道を走行しない大型特殊自動車、小型特殊自動車、建設機械などで、その中

　　　には公道を走行しない農耕作業用自動車も含まれます。

　　●現在お持ちの農耕作業用自動車は、排出ガス規制の対象外ですので、そのまま使用できます。

　　●規制対象の農耕作業用自動車を購入する場合は、車両本体に「排出ガス基準適合車」等のシールが貼

　　　付されていることを確認して下さい。

　　●基準に適合しない農耕作業用自動車を使用すると、その使用者が罰せられます。

　　市営住宅下記団地（５戸）が空室となりましたので入居者を募集します。

   　平成18年12月１日㈮～14日㈭  14日間

　　●市営住宅申込書

　　●住民票（世帯全員分）

　　●事実を証明する書類（納税証明書など）

　　●所得証明書など収入状況を証明する書類（世帯全員分）　

　　入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

　　●抽選日：平成18年12月20日㈬　午後２時　北有馬総合支所２階　会議室

　　※募集団地を見学したい人は、事前に各総合支所・住民センター建設課までご連絡ください。

団　　地　　名 募集戸数

1　戸

1　戸

1　戸

※前回募集で応募がなかった団地について、上記の団地に追
　加し募集する場合がありますので窓口にてご確認ください。
※深江あぜつ第１団地は特定公共賃貸住宅です。

加 津 佐 泉 ヶ 丘 団 地

加 津 佐 愛 宕 団 地

加 津 佐 旭 団 地

深 江 あ ぜ つ 第 １ 団 地

加 津 佐 女 島 団 地 1　戸

1　戸

019kW以上037kW未満（約026馬力以上約050馬力未満）

軽　　油

ガソリン・LPG

平成19年10月1日 平成20年9月1日

037kW以上056kW未満（約050馬力以上約076馬力未満） 平成20年10月1日 平成21年9月1日

056kW以上075kW未満（約076馬力以上約102馬力未満） 平成20年10月1日 平成22年9月1日

075kW以上130kW未満（約102馬力以上約177馬力未満） 平成19年10月1日 平成20年9月1日

130kW以上560kW未満（約177馬力以上約762馬力未満） 平成18年10月1日 平成20年9月1日

019kW以上560kW未満（約026馬力以上約762馬力未満） 平成19年10月1日 平成20年9月1日

燃　　料

特定特殊自動車の種類 規 制 適 用 日

定　格　出　力 新　型　式 継続型式・輸入車

＊国産のほとんどの農耕作業用自動車は、軽油を燃料とし、定格出力が13kW（約177馬力）未満のものであることから、
　その規制の開始日は平成19年10月１日以降となります。

㈶長崎県住宅・建築総合センター　TEL095ー825ー6944　　　  毎週月・水・金曜日 13～16時

島原市役所1階　市民相談室　TEL0957ー63ー1111（184）  第１、第３金曜日 13～16時
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　　　市販の履歴書に記入し「ありえコレジヨホール管理員申込み」と朱書きした封筒に入れ、教育委員会

　　教育総務課（南有馬庁舎）または教育委員会有家事務所まで提出してください。（12月14日㈭ 必着）

　　※申し込み多数の場合は、書類審査後に面接を行います。（日時場所は後日連絡いたします）

　　　７月から８月にかけて行われました、タウンミーティング（市政懇談会）において、障害者への支援

　　として、手話通訳の派遣や情報提供を要望されていたことについて、11月８日付で、手話通訳者（臨時

　　職員１名）を福祉事務所 地域福祉課 総務障害班内に配置いたしました。手話通訳が必要な人は、あらか

　　じめ各総合支所および住民センター市民課福祉保健班、または地域福祉課総務障害班へご連絡ください。

　　手話通訳者の職務内容等は次のとおりです。
　　

　　①聴覚障害者等の更生援護相談等に関し、相談相手

　　　方との意思疎通を促進すること。

　　②聴覚障害者等の生活相談に関すること。

　　③手話および聴覚障害者問題の啓発に関すること。

　　④そのほか、聴覚障害者の福祉増進に関すること。

　　配置時間　月曜から金曜日まで（午前９時から午後４時まで）

　

　採用人員　１名

　利用申込み受付、料金収納、部屋の整理整頓、

館内外の環境整備、パソコン事務

　18歳以上で南島原市在住の人

　

　●契約期間

　　平成19年１月１日から平成19年３月31日

　●勤 務 日　週５日間（休日は交代制）

　●勤務時間　８時30分から17時15分まで

　●報　　酬　月額　１０５,０００円

　●そ の 他　社会保険有り

１ .  心の悩み
２ .  身体のこと
　　  （メタボリックシンドロームなど）

３ .  性について

４ .  子育てのこと

５ .  介護のこと

６ .  その他

　　　㈳長崎県看護協会では、毎週土曜日に、心やからだに関する電話相談および予約制による面接相談を

　　行っています。ご相談は、保健師・助産師・看護師がお受けします。

　　　相談は無料で秘密は固く守られますので、安心してご相談ください。

　　毎週土曜日（13:30 ～ 16:00）

　　㈳長崎県看護協会あいあい相談室

　　諫早市永昌町 23ー６

　　☎0957ー49ー8280・☎0957ー49ー8281

　　　『思春期相談』 とは…　思春期の子どもに関する様々な悩みを受けつける窓口です。�                   

　　お気軽にご相談ください。

　　　●南島原市福祉保健部健康保健課　　　　☎：050ー 3381ー 5050
　　　　※または、各総合支所・住民センター（市民課）の保健師まで、おたずねください。

　　　●南島原市教育委員会学校教育課　　　　☎：050ー 3381ー 5081

　　　●家庭児童相談室「子育てテレフォン」　 ☎：0957ー 87ー 2339

　　　●県南保健所（島原市）　　　　　　　　 ☎：0957ー 62ー 3287

　　○思春期の子どもと向き合うには･･･

　　『こころの健康づくり』講演会（南島原市PTA連合会共催）

　　　10月14日㈯原城文化センターで『こころの健康づくり～思春期の

　　メンタルヘルス～』と題し、大村共立病院　副院長宮田雄吾先生に

　　よる講演会が開催され、思春期の子どもを持つ方を中心にたいへん

　　多くの方が集まりました。�                      

　　　講演会では「あまり意気込まず、無関心にならず、子どもと関わ

　　ってください。子どもが『なにかあれば力になってもらえる』と思

　　えるような普段からの信頼関係づくりが大切なのです。」という話

　　しがありました。�                      

　　　また『話しを聞くときの基本』や『しかる時に考えておきたいこと』

　　などの解かりやすく具体的なアドバイスもあり、訪れた多くの方の

　　共感を呼んでいました。�                      

　　　子どもたちは「一人一人が、かけがえのない存在」としてみんな

　　で見守りたいですね。�     ユーモアいっぱいの楽しいお話しでした

南島原市ＰＴＡ連合会母親実行委員会の
お母さんの歌声も好評でした

♪～ 講演会がはじまる前に ～♪�
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　　　今月は、病院の窓口で医療費の自己負担額が高額になった場合について考えてみましょう。

　　　突然の大けがや長期の入院で多大な費用がかかる場合があります。

　　　でも、お医者さんでの負担が大きくなったときは、申請して認められると限度額を超えた部分が高額

　　療養費として払い戻しを受けられますので、安心してお医者さんにかかることができます。

　　　高額療養費の支払いは医療費分のみで、入院時の食事代や差額ベッド代などは支給の対象外です。

　　　高額療養費は、各支所市民窓口班へ申請が必要です。

　　　70歳未満の方と70歳以上の方では、自己負担限度額などが異なりますので、ご注意してください。　

　　詳細については、市役所市民課へお問い合わせください。

　　①自己負担額が、１ヶ月の限度額を超えたとき

　　●70歳未満の人の場合

　　　同じ人が同じ月内に同じ医療機関に支払った自己負担額が次表の限度額を超えた場合は、その超えた

　　分が払い戻されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成18年10月以降)

　　●70歳以上の人の場合
　　　外来の場合は、一部負担金が外来の限度額を超えた分も高額療養費として支払いを受けることができます。

　　　入院の場合は、入院の限度額までの支払いとなります。

　　　また、全ての外来、入院の一部負担金は、世帯合算します。　

　　②高額療養費の支給が年４回以上あるとき（多数該当）
　　　過去12か月間、同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額を超えた

　　分が支給されます。

　　③同じ世帯で合算して限度額を超えたとき
　　　世帯の医療費が高額になったときは医療費が世帯合算されます。

　　　同じ世帯で同じ月に２１，０００円以上の一部負担金が複数ある場合、一部負担金を合算して、自己

　　負担限度額を超えた部分が払い戻されます。

　　④申請に必要なもの
　　　● 病院等で支払った医療費の領収書

　　　● 印　鑑

　　　● 預金通帳

　　●国民年金第１号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料をプラスして納付すると、

　　　老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。

　　　付加保険料は、月額４００円です。付加年金の受給額は、２００円×付加保険料納付月数です。

　　★例えば、付加保険料を10年間納付した場合

　　　付加保険料　⇒　４００円×１０年（１２０月）＝４８，０００円

　　　付加年金額　⇒　２００円×１０年（１２０月）＝２４，０００円（年額）

　　　付加年金を２年間受給すると納付した付加保険料総額と同額となります。

　　　※ 上記の付加年金額は、65歳から受給した場合の年金額です。

　　●付加年金は、任意加入です。

　　　※付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金です。

　　　※付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

　　●国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から

　　　65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して、満額の年金に近づけることができます。

　　　※ 老齢基礎年金を繰り上げ請求した場合は、任意加入はできません。

　　★なお、老齢基礎年金を受給するためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が25年以上必

　　　要ですが、この要件を満たしていない場合は70歳になるまで任意加入ができます（ただし、昭和40

　　　年４月１日以前に生まれた方に限られます）。

　　★�また、海外に在住する日本国籍の方も国民年金に任意加入することができます。　

※上位所得世帯とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯

１５０,０００円　＋
上位所得世帯

住 民 税

課 税 世 帯

医療費が500,000円を超えた場合はその超えた分の１％を加算

住 民 税 非 課 税 世 帯 ３５,４００円

一  般  世  帯
８０,１００円　＋

医療費が267,000円を超えた場合はその超えた分の１％を加算

　３回目まで（１年以内）の自己負担限度額（月額）　 区 　 分 　

イ. 70歳以上の人の所得区分　所得区分は次のようになります。

現役並み所得者

同一世帯に課税所得１４５万円以上の所得がある70歳以上の国保被保険者又は、
老人保健対象者がいる人
(年収例) ①単身世帯の場合(年金＋給与収入)　　　３８３万円以上
　　　　②二人以上世帯の場合(年金＋給与収入)　５２０万円以上

一　　　　　般 現役並み所得者、低所得(　、　)に該当しない人

低  所  得

同一世帯の世帯主と全ての国保被保険者が住民税非課税世帯である人

同一世帯の世帯主と全ての国保被保険者が住民税非課税世帯であって、その世帯
の所得が一定基準以下の人

●暦月（月の初日から末日まで）ごとの受診について計算します。

●同じ医療機関ごとに計算します。

●同じ医療機関の場合でも医科と歯科は別計算になります。

●同じ医療機関の場合でも入院・外来は別に計算します。

●入院時の食事代や差額ベッド代などは支給対象外です。

●70歳以上の人の外来は全ての医療機関の支払いを合算します。

自 己 負 担 額 の 計 算 の し か た

●公的年金等控除の縮減及び老年者控除の廃止に伴い、新たに現役並み所得世帯に移行する70歳以上の人は、

　平成18年８月から２年間、自己負担限度額が一般並みに据え置かれます。

ア. 自己負担限度額

現役並み所得者
８０,１００円+１%

(267,000円を超えた場合
その超えた分の1%を加算)

４４,４００円
８０,１００円+１%

(267,000円を超えた場合
その超えた分の1%を加算)

一　　　　　般 ４４,４００円

低  所  得

４４,４００円１２,０００円

２４,６００円２４,６００円
０８,０００円

１５,０００円１５,０００円

自　己　負　担　限　度　額
　 区 　 　 分 　

世　帯　単　位入　　　院外来（個人ごと）

８３，４００円上 位 所 得 世 帯

４４，４００円一 般 世 帯

２４，６００円低 所 得 世 帯

７０歳未満の人

４４，４００円現 役 並 み 所 得 者

７０歳以上の人

※
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　9 月30日から10月10日まで、兵庫県で第61回国民体

育大会が開催され、南島原市出身の選手12名、県指定

支援コーチ 3 名が参加しました。（右記参照）

　今大会では、正式競技が37、公開競技が 3 競技行われ、

南島原市出身の選手はボクシングやレスリングなどの正

式７競技、13種目に出場しました。

　今回は多くの入賞が期待されましたが、全国のハード

ルは高く陸上競技のやり投げに出場した松本百子選手の

3 位が最高位でした。今後も郷土選手の活躍に期待し、

みんなで応援しましょう。

　また、10月27日から29日まで、横浜市の日産スタジ

アムで開催された第37回ジュニアオリンピック陸上競

技大会には南島原市から 5 名の選手が出場し、全国から

出場した選手と競いました。

　8 位に入賞した村里さんは「去年に続いて 2 回目の出

場なので、あまり緊張はしませんでした。決勝に進むと

きは、狙って投げました」と感想を話しました。賞状を

手に話すさわやかな表情にこちらもうれしくなりました。

（上部写真：前列右から２番目）

※ジャベリックスローとは、一般競技の「やり投げ」に似ているもので、やりのかわりに約 70㎝のプラスチックの棒状のものを使用します。

　10月４日㈬、南島原市役所で第１回南島原市男女共

同参画推進懇話会が開催されました。この会は男女が固

定的な役割分担意識にとらわれず、家庭や学校、職場、

地域などでそれぞれの個性を発揮できる地域社会を形成

することを目的に設置されたもので、各種団体の代表や

学識経験者・行政・一般公募の15名により構成されます。

　松島市長は冒頭で、『委員の皆様には、男女問題の研

究・調査、男女共同参画社会づくりの提言や推進を協議

していただき、南島原市男女共同参画計画の策定をお願

いします。』と述べ、委員に委嘱状を交付しました。

　その後の全体協議の中で、会長に鳥居謙喜さん（有家

町尾上）が会長として選出され、副会長も併せて選出さ

れました。会長就任あいさつでは『みなさんで南島原市

の男女共同参画の実現に向けて、一緒に話し合って勉強

していきましょう。』と意気込みを述べられました。今

後の活動については、本年度市民へのアンケート調査を

実施し、来年度に南島原市男女共同参画計画書を策定す

る予定です。

　10月14日㈯～16日㈪まで、「第25回口之津おくんち」

が開催され、主会場の口之津船員福祉センター周辺では、

郷土芸能や相撲大会、特産品の試食や即売会として「じ

げもん市」などが催され、会場にはたくさんの人でにぎ

わいました。

　なかでも郷土芸能の発表では、先踊り保存会のみなさ

んが出演し、ゆったりとした演舞を披露。夜には瀬詰太

鼓保存会のみなさんが、その技で観客の皆さんを魅了し

ました。

　15日には相撲大会が行われ、チビッコ力士が大奮闘。

会場は応援にかけつけた観客の声援と笑いがあふれてい

ました。ほかに口加高校吹奏楽部の演奏会や果樹研究所

カンキツ研究部口之津拠点の研究内容の一般公開もあわ

せて開催されました。

　10月31日㈫有家町の沿岸でオニオコゼ人工種苗の放流

試験が行われました。これは長崎県総合水産試験場が放

流技術（時期、サイズ、場所など）を確立するためのも

ので、本県では過去最高となる８万尾が放流されました。

　オニオコゼは沿岸の砂泥域に生息する身近な魚ですが、

高級魚の中でも新しい栽培漁業種として期待されています。

　今後は来年4月以降に放流場所周辺で刺網試験操業を

行い、成長・生残を調査します。

　漁獲対象となる大きさに成長するのは平成20年ごろ

と予想され、有明海沿岸の各漁協で定期的な調査が行わ

れます。

市全体

第１回南島原市男女共同
参画推進懇話会開催

男女が共に輝く社会をめざして

口之津

第25回口之津おくんち開催

恒例の秋祭り

有 家

オニオコゼ人工種苗放流試験

大きく育って！

南島原市選手団も参加市全体

第61回 国民体育大会のじぎく兵庫国体

ジュニアオリンピック陸上競技大会出場選手

▲ジュニアオリンピック大会出場の選手たち

▲３位入賞の松本選手

氏 名 中学校名

口之津中学校

加津佐中学校

口之津中学校

口之津中学校

西有家中学校

記 録種 目 成 績

村里　紘香 42m71cmジャベリックスロー ８ 位

相良　拓也 10m87cm砲 丸 投 げ ー

寺田　優美 4 9 秒 6 8400m リレー 準決勝

田口美早紀 27m65cm円 盤 投 げ ー

池田　真陽 4分53秒051 5 0 0 m ー

国民体育大会のじぎく兵庫国体出場選手

松本　百子 陸上競技 成年女子 や り 投 げ ３ 位

氏 名 競 技 名 種 別 種 目 成 績

深川　友喜 ボクシング 少年男子 ミ ド ル 級 ５ 位

末永 龍太 ボクシング 少年男子 ラ イ ト フ ラ イ 級 ５ 位

宮川 源太 空 手 道 成年男子 組手（個人中量級） ５ 位

瀧川 真紀 陸上競技
少年女子Ａ 円 盤 投 ー

少年女子共通 砲 丸 投 ー

小川小百合 クレー射撃 成 年 ト ラ ッ プ ー

岩永 晃範 レスリング 少年男子 ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ（66㎏） ー

中村 要平 空 手 道 成年男子 組手（個人重量級） ー

坂本 健輔 ライフル射撃 少年男子 1 0 m S 6 0 J M ー

近藤 敏展 ボクシング 成年女子 フ ェ ザ ー 級 ー

　　 佳将 レスリング 成年女子 ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ（96㎏） ー

宮原 利仁 レスリング 成年女子 ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝｽﾀｲﾙ（60㎏） ー

宮川 誠悟 空 手 道 成年女子 県指定支援コーチ ー

林田 義博 陸 上 成年女子 県指定支援コーチ ー

江星 喜美 ソフトテニス 成年女子 県指定支援コーチ ー

ー 敬称略 ー

ー 敬称略 ー

▲山中恵子（長崎県男女共同参画推進センター長）さんの講演会

　『男女が共に輝く社会をめざして』のようす

▲郷土芸能の先踊りを披露

▲ぼくたちの目印はおなかの

　ヒレだよ

▲ぼくたちの目印はおなかの

　ヒレだよ

※
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　10月29日㈰有家総合運動公園テニスコ

ートで、第91回口之津・天草親善ソフト

テニス大会が開催され、両地域の親睦を

深めるとともに、長崎・熊本・鹿児島の

３県架橋の必要性をアピールしました。

　この大会の歴史は古く、大正４年（1915）

の夏、当時の口之津第一小学校へ天草出

身の教師が赴任したことがきっかけとな

って始まりました。もともと口之津町に

テニスが普及したのは明治10年代ごろのようで、外国船員たちによって持ち込まれ、ものめずらしかったこともあり、

流行したといわれています。以来戦争による一時期の中断はあったものの、現在まで絶えることなく続いてきた歴史

ある大会です。

　松島市長はあいさつの中で「選手皆さんのひいおじいさん、おじいさん、お父さん方がラケットをバトンとしてリ

レーされてこられた『友好の絆』を考えるときに胸が熱くなる思いがします。これほど歴史のある、県を越えての親

善大会は全国に誇れるものです」と述べ、選手団を歓迎しました。また「帰りの（船の）時間を気にせず、自由に往来

ができるよう、地元住民の方々と一体となって、３県架橋を推進したい」と決意を新たにしました。　

　10月13日㈮布津町内のパットゴルフ場で、南島原市「アイ愛会」

と雲仙市「小浜塾」による視覚障害者合同感覚訓練パットゴル

フ大会が行われました。

　今回で５回目を数えるこの訓練は、指導に当たられる永井和

子先生（長崎身体障害者更生相談所・視覚障害リハビリテーショ

ン担当）が、「自分自身が体験したものの中から、地域にあるもので、

訓練に適したもの」として発案。視覚障害者と同時にボランティ

アの方の訓練にも適しているということで毎年行われています。

　競技方法は、パートナーが鈴やタンバリンなどを使い、カッ

プの位置を競技者に伝達。音のする方向や自分の歩幅の感覚で

パッティングします。

　先生は「目になってくれる人がいれば、（運転以外は）なんで

もできる」との考えから、視覚障害者の積極的な活動を促しています。一方、ボランティアの人には「決定するのは、

あくまで（視覚障害者）本人です。プレーする人の目になってあげてください」と指導されました。今回で２回目の参加

となった原田芳美さん（加津佐町戊）は、「アップダウンが難しいですが、音を頼りに優勝を目指します」とすてきな笑

顔で話されました。

　10月29日㈰有家小学校および新切小学校体育館で、有家

ジュニアバレーボールクラブ主催「第 8回井上杯ジュニア

バレーボール大会」が開催され、島原市や雲仙市、遠くは

佐世保市からの参加を得て、19チームによる熱戦を繰り広

げました。

　井上杯は現在高校日本一のチームである、九州文化学園

バレーボール部の井上博明監督（有家町久保出身）にちなん

だ大会で、技術の向上および児童間の親睦を深めるとともに、

児童の健全育成を図る目的で開催されています。監督は「大

会を開催していただき、大変ありがたく思います。バレー

ボールはみんなでボールを落とさないように、協力しあい

ながら相手のコートに落とすという難しい競技ですが、や

りがいのあるスポーツです。今回参加した選手の中から将

来のバレーボール選手が出てくるよう頑張ってほしい」と

話されました。今大会には南島原市内の小学校10チームが

参加しましたが、優勝したのは雲仙市の千々石小学校でした。

次回の大会では上位独占！を期待しましょう。

　これまで各町単位で開催さ

れていた、一般愛好者ソフト

ボール大会が、新市発足後初

めて10月15日㈰に有家、布

津を会場として開催されまし

た。大会はファーストピッチ

Ａクラス（11チーム）および

Ｂクラス（11チーム）とスロ

ーピッチ（６チーム）に分け競

技しました。どの試合も名勝

負でしたが、親睦を深めることをおもな目的とするこの大会は和気あ

いあいの中での真剣勝負で、選手の皆さんはいい汗を流していました。

　また、開会式では参加者全員を代表し、ひまわりチーム代表の吉岡

巖選手が「酒を飲む場所へは車で行かない。車の人には飲ませない。

飲んだら歩いて帰るか。タクシーまたは代行運転で帰る」という『飲

酒運転撲滅宣言』を南島原警察署交通課長の前で行い、飲酒運転撲滅

を誓いました。（年末年始は特に飲酒の機会が多くなります。飲酒運転

は犯罪です、絶対にやめましょう。）

口之津

第91回 口之津・天草親善ソフトテニス大会
ラケットを架け橋に

市全体 合同感覚訓練『パットゴルフ大会』音・歩幅・チームワーク

有 家

第8回 井上杯ジュニア
第8回 バレーボール大会

めざせ未来のＶリーグ選手！
市全体

第１回 南島原市一般愛好者
第１回 ソフトボール大会

飲酒運転撲滅にも一役

▲ラケットを架け橋に親睦を深めた口之津・天草のテニス愛好者の皆さん

▲パートナーがタンバリンでカップの位置をつたえます

▲Ａクラス優勝の長野チーム（西有家）

▲Ｂクラス優勝のなかよしクラブ（南有馬）

▲スローピッチ優勝のキャッツチーム（有家町）

▲県内各地から強豪19チームが参加

▲南島原市内のチームも大健闘！

▲参加者を代表して飲酒運転撲滅宣言を行う
　吉岡巖さん
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成18年10月末日現在（住基人口）

5 5 , 8 7 8（－28）

2 6 , 2 5 4（－12）

2 9 , 6 2 4（－16）

1 8 , 6 4 2（－10）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

クローン病月

痔ろう火

新しい小児ぜんそくの治療 その②発作時の治療水

主婦のひび、あかぎれ木

神経症性うつ病金

分娩時の大出血 その④弛緩性子宮出血土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

　放
送
大
学
（
平
成
　
年
度
・

第
１
期
）
生
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
学
生

【
教
養
学
部
】

　
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
）

　
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

　
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学
）

【
大
学
院
】

　
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

　
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学
）

　
修
士
全
科
生
（
要
・
問
い
合
わ
せ
）

●
願
書
受
付
　
12
月
15
日
㈮
〜
平
成

　
19
年
２
月
15
日
㈭

●
入
学
日
　
平
成
19
年
４
月
１
日

●
放
送
大
学
の
特
徴
　

＊
働
き
な
が
ら
自
宅
な
ど
で
学
習
が

　
で
き
、
大
学
卒
業
の
資
格
が
取
得

　
で
き
ま
す
。

＊
学
び
た
い
科
目
を
、
１
科
目
か
ら

　
で
も
学
習
で
き
ま
す
。

＊
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
授
業
の
視
聴
方
法
　

　
①
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
③
各
地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
　

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
　

　
長
崎
市
文
教
町
１
番
14
号
（
長
崎

　
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　
☎
０
９
５
（
８
１
３
）
１
３
１
７

平
成
　
年
度
県
立
高
等
技

術
専
門
校
の
訓
練
生
募
集

（
第
２
回
）

　
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習

得
を
目
的
と
し
た
県
立
高
等
技
術
専

門
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
科
目

【
長
崎
校
】

　
電
気
・
配
管
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動

　
車
整
備
科
、
建
築
設
計
施
工
科
、

　
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
科
、
溶
接
技

　
術
科
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
観
光
・

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

【
佐
世
保
校
】

　
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備

　
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築
技

　
術
科
、
機
械
技
術
科
、
溶
接
技
術

　
科
、
塗
装
技
術
科

※
第
１
回
の
試
験
で
合
格
者
が
定
員

を
満
た
し
た
場
合
、
募
集
を
行
わ
な

い
訓
練
科
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
高
校
を
卒
業
さ
れ
た

　
人
（
平
成
19
年
３
月
高
校
卒
業
見

　
込
み
者
を
含
む
）
お
よ
び
同
等
以

　
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

　
る
人
（
た
だ
し
、
自
動
車
整
備
科

　
に
つ
い
て
は
、
大
学
受
験
資
格
の

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
）

●
応
募
方
法
　
応
募
書
類
を
受
験
す

　
る
高
等
技
術
専
門
校
へ
提
出

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
19
年
１
月
10
日
㈬
〜
24
日
㈬

●
試
験
日
　
平
成
19
年
１
月
31
日
㈬

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
５
（
８
８
７
）
５
６
７
１

　
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
５
６
（
６
２
）
４
１
５
１

　
月
４
日
　
〜
　
日
　
は

人
権
習
慣
で
す

　
本
年
度
は
南
有
馬
町
が
重
点
地
区

と
し
て
指
定
を
受
け
、
４
日
㈪
は
パ

レ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
６
日

㈬
に
は
特
設
人
権
相
談
所
を
各
地
区

に
開
設
い
た
し
ま
す
。

【
開
設
時
間
】

　
全
会
場
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
開
設
場
所
】

　
深
江
町
（
深
江
公
民
館
）
・
布
津

　
町
（
布
津
公
民
館
）・
有
家
町
（
あ

　
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
）
・
西
有

　
家
町
（
市
役
所
西
有
家
庁
舎
３
階

　
Ａ
会
議
室
）
・
北
有
馬
町
（
北
有

　
馬
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
・
口
之

　
津
町
（
口
之
津
公
民
館
）
・
加
津

　
佐
町
（
加
津
佐
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

雲
仙
岳
災
害
記
念
館 

巡
回
展

「
三
宅
島
火
山
」

  

〜
そ
の
魅
力
と
噴
火
の
教
訓
〜

　
三
宅
島
噴
火
の
パ
ネ
ル
展
示
や
日

本
各
地
の
火
山
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時

　
平
成
19
年
１
月
10
日
㈬
ま
で

●
場
　
所
　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
　

　
多
目
的
ル
ー
ム

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館 

担
当  

吉
田

　
☎
０
９
５
７
（
６
５
）
５
５
５
５

冬
休
み
子
ど
も
天
国

　
料
理
教
室
、
野
外
活
動
、
創
作
活

動
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
日
　
時
　
12
月
25
日
㈪
午
後
１
時

　
〜
27
日
㈬
午
後
２
時
ま
で

●
場
　
所
　
県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

●
対
　
象
　
小
学
５
、
６
年
生

●
定
　
員
　
50
人

●
参
加
費
　
３，

５
０
０
円
／
一
人

●
申
し
込
み
　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

　
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
県
立
千
々
石
少

　
年
自
然
の
家
　
担
当
　
酒
井

　
☎
０
９
５
７
（
３
７
）
２
７
６
９

　
℻
０
９
５
７
（
３
６
）
８
９
７
９

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
発
見
！

輝
か
せ
よ
う
、
地
域
の
宝
」

　
県
が
推
進
す
る
「
な
が
さ
き
歴
史

発
見
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企

画
に
よ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
旅
す
る

長
崎
学
　
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
編
」
の

全
巻
発
売
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

「
歴
史
と
旅
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
や

「
歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
可
能
性
を

探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
も
あ
わ

せ
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
12
月
16
日
㈯
午
後
２
時

●
場
　
所
　
中
町
教
会（
長
崎
市
中
町
）

●
主
　
催
　
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ

　
る
開
催
で
、
長
崎
県
・
㈶
自
治
総

　
合
セ
ン
タ
ー
主
催
、
総
務
省
後
援

●
参
加
費
　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
文
化
振
興
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
６
２

第
　
回
長
崎
県
勤
労
者
美
術
展

　
勤
労
者
の
皆
さ
ん
が
創
作
し
た
美

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
部
　
門
　
洋
画
、日
本
画
、書
、写
真

●
日
　
時
　
12
月
19
日
㈫
〜
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

●
場
　
所
　
長
崎
県
美
術
館
（
長
崎

　
市
出
島
町
）

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
６

 

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
　
時

　
平
成
19
年
１
月
14
日
㈰
、
15
日
㈪

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　
※
こ
の
日
以
外
で
も
事
前
に
ご
連

　
絡
い
た
だ
け
れ
ば
見
学
で
き
ま
す
。

●
内
　
容

　
概
要
説
明
、
施
設
・
実
習
見
学
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　
北
松
浦
郡
佐
々
町
小
浦
免
１
５
７

　
２
ー
26

　
☎
０
９
５
６
（
６
２
）
４
１
５
１

第
　
回
長
崎
県
統
計
大
会

　
統
計
功
績
者
等
の
表
彰
、
調
査
員

体
験
発
表
、
記
念
講
演(

な
が
さ
き

地
域
政
策
研
究
所
理
事
長
　
脇
田
安

大
氏)

、
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
等
の
パ
ネ
ル
展
示
、
統
計

大
会
ク
イ
ズ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
平
成
19
年
１
月
19
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
　
所
　
チ
ト
セ
ピ
ア
ホ
ー
ル
（
長

　
崎
市
千
歳
町
）

●
入
場
料
　
無
料

※
ホ
ー
ル
内
入
場
者
に
２
０
０
７
年

　
版
「
長
崎
県
民
手
帳
」
を
プ
レ
ゼ

　
ン
ト

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
統
計
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
２
２
３

宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で
！

　
西
日
本
宝
く
じ
（
初
夢
宝
く
じ
）

が
12
月
21
日
㈭
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
道
路
や
学
校
、
公
園
の
整
備

な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通

じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し

ま
し
ょ
う
！

【
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

●
発
売
期
間

　
12
月
21
日
㈭
〜
平
成
19
年
１
月
４

　
日
㈭

●
価
　
格
　
１
枚
２
０
０
円

●
当
選
本
数

　
１
等
（
６
千
万
円
）３
本

　
１
等
の
前
後
賞（
２
千
万
円
）６
本

　
２
等（
５
百
万
円
）７
本

●
抽
選
日
　
平
成
19
年
１
月
９
日
㈫

※
市
町
村
別
の
宝
く
じ
売
り
場
一
覧

　
は
次
の
ア
ド
レ
ス
で
ご
覧
に
な
れ

　
ま
す
。

　h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
a
g
a
sa

k
i.

　jp
/zaisei/tak

ara/u
rib

a.h
tm

l

　
電
話
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
財
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
１
７
１

２
０
０
７
年
版

長
崎
県
民
手
帳
を
ど
う
ぞ

　
「
郷
土
の
主
な
行
事
」
を
盛
り
込

ん
だ
ダ
イ
ア
リ
ー
の
ほ
か
、
長
崎
県

の
主
な
統
計
指
標
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
様
々
な
情
報
が
付
い
た
便
利
な
手

帳(

５
０
０
円)

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
統
計
協
会(

県
統
計
課
内)

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
２
２
３

新
築
・
増
改
築
・
解
家
な
ど

の
届
け
出
は
お
済
で
す
か
？

　
本
年
中
に
新
築
・
増
改
築
を
し
た

建
物
は
19
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
市
役
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
、

家
屋
な
ど
の
建
物
を
解
体
し
た
人
は
、

取
壊
し
届
出
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
と
固
定
資
産
税
が
継

続
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
は
税
務
課
資
産
税
班
お
よ
び
各

総
合
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民

課
税
務
班
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

19

19

12

㈪

10

㈰

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

85-3690菜の花クリニック
３日

電話番号休日在宅当番医日

南有馬町

72-2023明島整形外科医院 布津町

84-3123原 口 医 院
17日

北有馬町

82-2051伊崎眼科医院 西有家町

87-2028栗 原 医 院
23日

加津佐町

82-1822坂上整形外科 有家町

86-4443しおた内科胃腸科医院
10日

口之津町

82-0993池田循環器科内科 有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

85-2152中 村 医 院
24日

南有馬町

72-2017泉 川 病 院31日 深江町

82-8822石川内科医院 西有家町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

12月の休日在宅当番医12月の休日在宅当番医

14

45
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募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
12月のテーマ



４００年前、
 戦 国 時 代 の
　　クリスマス。

杉山清貴 LIVE
Kiyotaka sugiyama

Acoustic Live

Festivitas Natalis

200612.16(sat)

Festivitas Natalis

200612.16(sat)
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　　　　　　  南有馬小学校前～原城周回～南有馬小 
　　　　　　  学校グラウンド

　　　　　　（参加確認受付）午前８時から
　　　　　　（開　  会　  式）午前９時
　　　　　　（閉　  会　  式）正　午（予定）

　　　　　　　一　　般　　　　３,０００円
　　　　　　　小中学生　　　　０,５００円
　　　　　　　ファミリーの部　３,５００円（１組）

 （１）健康に自信のある小学４年生以上の人
 （２）小学生については、保護者または指導者が引
 　　　率可能な人
 （３）ファミリーの部は、親子ひとりずつのペア
  　　（年齢制限はありません）

　各区分別の３位までを入賞として表彰します。

　◆ 小豆島オリーブマラソン大会・ホノルルマラソ
　　 ン大会ご招待。
　◆ 参加者全員に参加賞など、お楽しみもいっぱいです。

　所定の申し込み用紙で、入金・お申し込みください。
　（南島原市教育委員会および教育委員会各地域事務所窓口にあります）

　2007年1月25日㈭　当日消印有効

　株式会社　アイサム内　エントリーセンター
　福岡市博多区空港前５-５-５　５号室
　℡092-626-2881　℻092-626-2882

　
　〒859-2412
　長崎県南島原市南有馬町乙1023番地　　　　　　
　南島原市教育委員会内
　☎050-3381-5082　℻0957-85-2767
　e-mail：sportshinkou@city.minamishimabara.lg.jp

小学生男子４年01 高 校 生 男 子18

高 校 生 男 子27

28

29

30

31

32

33

34

男子19～29才19

男子30～39才20

男子40～59才21

男子60才以上22

女子19～39才23

女子40～59才24

女子60才以上

男子19～29才

男子30～39才

男子40～59才

男子60才以上

女子19～39才

女子40～59才

女子60才以上

25

02

03

04

05

06

スタート時間

9：54

10：30

10：38

10：14

10：07

２km（1960m）コース スタート時間 ５km（5060m）コース

スタート時間 2.5km（2430m）コース

スタート時間 ３km（3130m）コース スタート時間 10km（9690m）コース

小学生男子５年

小学生男子６年

小学生女子４年

小学生女子５年

小学生男子６年

07 ファミリーの部

09 中 学 生 男 子

10 中 学 生 女 子

11 高 校 生 女 子

12 男子40～59才

13 男子60才以上

14 女子19～39才

15 女子40～59才

16 女子60才以上

マラソンコース略図

開 催 日

大会日程

参加料金

参加資格

表　　彰

特別賞・参加賞

参加申し込み方法

申し込み締め切り

申し込み・お問い合わせ

原城マラソン大会事務局

コ ー ス

2007年２月25日㈰【雨天決行】
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　口之津港は永禄５年 (1562)、有馬義直（後の有馬義貞）

により南蛮貿易港として開かれました。永禄６年 (1563)

には義貞の招きによりルイス・デ・アルメイダが教会を

開き、翌年には日本における宣教活動の主要人物であっ

たトーレス神父が口之津へ移ったこともあり、以来この

地はキリスト教布教の根拠地として栄えていきます。特

に天正７年 (1579) には、天正遣欧少年使節の発案や、

日本人司祭育成のための教育機関（セミナリヨ及びコレ

ジヨ）を充実させたことで知られるヴァリニャーノ司祭

により、全国宣教師会議が口之津の地で開催されたと伝

えられています。永禄10年 (1567) にポルトガル船が入

港して以降、最後の天正10年 (1582) まで頻繁にポルト

ガル船が入港しており、当時の口之津は、国際貿易の港

町として大変な賑わいであったようです。

　南蛮船来航の地は、現在は入江陸地化のため海岸線か

ら少し陸地に入った場所にあります。今は石標と船着場

のような石垣が僅かにあるばかりで歴史の移り変わりが

感じられます。この地を訪れ、国際交流の先進地であっ

た口之津の盛況を偲んでみてはいかがでしょうか。

●所在地：口之津町西大家名唐人町

　（国道251号より口之津支所そばの取付け道を進入

　  しすぐの、開田公園の一角）

●その他：公園の駐車場・トイレあり　

※「南蛮」という言葉はもともと古代中国（の中原（ちゅうげん）

　と呼ばれる地域）において、南方異文化圏の人々を差別的に

　呼んだものですが、中近世の日本においては東南アジア地域

　やポルトガル・スペインなどの南欧諸国を指す一般的用語と

　なります。さらに、それらの国から渡来した文物も「南蛮」

　と呼んでいたようです。

※口之津は現在でも、私たちの南島原市と天草を船で結ぶ海上

　交通の要衝ですが、この間にも、明治時代の三井財閥による

　石炭輸出の町として栄えた時代や、「からゆきさん」の悲哀

　の歴史、船員の町として栄えた時代など大変深い歴史があり

　ますので、別の機会にご紹介できればと思います。
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未来につたえよう

南蛮船来航の地（県指定史跡 口之津町）

　今年は、押花はがきで、オリジナルの年賀状を作
ってみませんか？
　簡単な作り方で、手軽に楽しめ、世界に一枚だけの、
あなたの年賀状ができます。色あざやかな押花とと
もに皆様のご参加をお待ちしております。
　なお定員がありますので、お早めにお申し込みく
ださい。

●日　　時／12月14日㈭午後１時30分～３時30分まで

　　　　　　「原城オアシスセンター」

　　　　　　12月15日㈮午後７時30分～９時30分まで

　　　　　　「ありえコレジヨホール」

●募集定員／各20名（先着順とさせていただきます）

●準  備  品／はがき４枚、はさみ

●材  料  代／１,０００円

●お問い合わせ

　四季彩花倶楽部（加津佐町）

　インストラクター：押花サロン四季彩（福田）

　☎0957ー87ー4871　携帯090ー7924ー9259

※なお、お申し込みは午後５時以降にお願いいたします。

　福岡市で発生した飲酒運転による幼児 3 名の海中

転落死亡事故以来、全国各地で飲酒運転追放が叫ば

れているにもかかわらず、いまだ悪質、危険な飲酒

運転が相次いでいます。

　南島原警察署管内においては、平成18年10月末現在、

飲酒運転検挙件数は19人（うち、飲酒運転逮捕者数10人）

です。

　これから年末・年始を迎え飲酒の機会が増えますが、

　★飲んだら乗らない

　★乗るなら飲まない

　★飲酒運転の車には同乗しない

　を徹底するとともに、※「ハンドルキーパー運動」

　を推進しましょう。

※「ハンドルキーパー運動」とは

　自動車で飲食店に来て飲酒する場合、仲間どうし

や飲食店の協力を得て、飲まない人を決め、その人

は飲酒せず、仲間を安全に自宅まで送る運動です。

e コ ク ゼ イ

　平成18年度一般コミュニティ助成事業により、

有家町で活躍する太鼓演奏団体「岳南太鼓」に太鼓

が整備されました。この事業は、宝くじ受託事業収

入を財源とした自治総合センターの助成事業で、地

域住民のコミュニティ活動を活性化させることを目

的とした宝くじの普及広報の事業です。

　「岳南太鼓」は、幼児に日本の伝統芸能である和太鼓の良さを教え、健全な心

身の育成を図る目的で昭和63年 4 月に結成されました。地元の行事やイベントに

積極的に参加し、介護老人福祉施設への慰問などを通じて、地域に大きく貢献さ

れています。これからも新しく整備された太鼓をもとに、一層地域に根ざした活

動をされることを応援します。
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

深 江 公 民 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

平成18年１月、５月、９月生

11月01日受診者

平成17年4月～平成17年5月生

10月20日・10月24日受診者

10月26日・10月27日受診者

11月02日・11月09日受診者

11月10日・11月16日受診者

11月17日・11月22日受診者

11月07日・11月08日受診者

11月14日・11月15日受診者

11月21日受診者

10月25日・10月31日受診者

＊夜間実施日（受付19：00～19：30）

平成16年5月～平成16年6月生

４０歳以上
（腹部超音波検診　５歳きざみ）

平成15年2月～平成15年3月生

生後３～６ヶ月

生後３～６ヶ月

深江地区

平成18年１月、５月、９月生

有家地区（原尾、蒲河、中須川、小川、石田）

有家地区（山川、尾上、久保、大苑）

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター

西有家保健センター

西有家保健センター

原城オアシスセンター

胃 が ん 検 診 ・
腹 部 超 音 波 検 診

原 爆 健 診

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

乳 　 児 　 相 　 談

３ 歳 児 健 診

２ 歳 児 歯 科 健 診

基本健診結果説明会

健 康 相 談

健 康 相 談

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

基本健診結果説明会

乳 児 相 談

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

原 爆 健 診

09：00～12：00

09：00～12：00

12：45～終了まで

09：00～終了まで

09：00～終了まで

13：00～終了まで

09：00～14：00

10：00～11：00

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

08：30～11：00

09：00～12：00

10：00～11：00

13：00～14：00

09：00～14：00

13：00～16：00

09：00～12：00

09：00～12：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

1 2月1 8日（月）
1 2月1 5日（金）

1 2月1 2日（火）
1 2月1 4日（木）

1 2月2 7日（水）
1 2月1 9日（火）

1 2月1 9日（火）

1 2月2 0日（水）
1 2月2 2日（金）

1 2月2 2日（金）
1 2月2 5日（月）

原城オアシスセンター

健 康 相 談

19：30～21：30

09：00～12：00

13：00～16：00

09：00～12：00

09：00～12：00

1 2月0 1日（金）
1 2月0 4日（月）

平成18年１月、５月、９月生

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

北有馬・南有馬・口之津・加津佐地区

加津佐地区（甲、乙、丙、戊）

加津佐地区（丁、己）

口之津地区（甲、乙）

口之津地区（丙、丁）

平成15年５月～平成15年７月生

原城オアシスセンター

乳 児 相 談

09：00～12：00

10：00～15：00

1 2月2 6日（火）

両 親 学 級

12月1 8日（月）

３ 歳 児 健 診

19：30～21：30

10：00～15：00

基本健診結果説明会

生後３～６ヶ月原城オアシスセンター予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ） 12月1 2日（火）
1 2月2 0日（水）
1 2月2 1日（木）

1 2月1 9日（火）
1 2月2 1日（木）
1 2月2 6日（火）

1 2月0 4日（月）
1 2月1 8日（月）

生後３～90ヶ月

生後３～６ヶ月

12月2 0日（水）

1 2月1 3日（水）
1 2月1 5日（金）

1 2月1 1日（月）

1 2月0 8日（金）

1 2月0 7日（木）
1 2月0 5日（火）

両 親 学 級

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

平成18年１月、５月、９月生乳 児 相 談

生後３～90ヶ月予 防 接 種（ ポ リ オ ）

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

1 2月0 1日（金）

1 2月0 6日（水）
1 2月2 0日（水）
1 2月0 6日（水）

加津佐保健センター

加津佐保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

原 爆 健 診

口之津保健センター
健 康 相 談

09：00～12：00

09：00～12：00

10：00～11：00

13：00～14：00

10：00～11：00

13：00～14：00

1 2月1 5日（金）

1 2月1 8日（月）

1 2月0 1日（金）
1 2月0 6日（水）
1 2月2 0日（水）

12月５日㈫～６日㈬

北有馬保健センター

北有馬保健センター

北有馬保健センター

北有馬保健センター

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 12月12月

●幼児向けおはなし会
　12月２日㈯　15時半～16時
●おはなし会
　12月９日㈯　10時半～11時
●たんぽぽのクリスマスおはなし会
　12月16日㈯　14時～15時

●おはなし会（１階おはなしのへや）
　12月５・12・19日㈫　16時20分～
●クリスマスおはなし会（３階ホール）
　12月９日㈯　１回目：10時半～
　12月９日㈯　２回目：13時半～

●金曜日おはなし会（おはなしのへや）
　12月８・22日㈮　11時～11時半
●ホーホー森の上映会（視聴覚室）
　12月21日㈭　18時～19時
●クリスマスおはなし会
　12月16日㈯　詳細は未定

●作ってあそぼう！～工作ランド～
　12月２日㈯　10時半～
●おはなし会「話の小箱」
　12月16日㈯　14時～
●「ありんこのす」のクリスマス会
　12月23日㈯　11時～

●おはなし会「ちゅうりっぷ」
　12月10・24日㈰　14時～14時半
●えほんDeクイズ・くいず
　12月15日㈮～12月27日㈬
●おってみゅーDay（おりがみ教室）
　12月９日㈯　14時～
　クリスマス製作
●コレジヨシアター（ビデオ上映会）
　12月17日㈰　14時～
　『だいじょうぶ　だいじょうぶ』

●おはなし会
　12月16日㈯　14時～
●工作づくり
　12月２日㈯　14時～
●冬休み特別クイズ  ＊冬休み期間中

加津佐図書館
☎０５０（３３８１）５１１９

西有家図書館
☎０５０（３３８１）５１５５

口之津図書館
☎０５０（３３８１）５１８６

原城図書館
☎０５０（３３８１）５０７８

有家図書館
☎０５０（３３８１）５０４６

深江ふるさと伝承館図書室
☎０５０（３３８１）５１２５

　平成15年６月に開室して、今年で４年目にな

ります。所蔵数も少なく、小さな図書室ですが、

広々とした畳コーナーや海が展望できる閲覧コー

ナーなどゆったりとした雰囲気の中で読書が楽し

めます。気軽にお立ち寄りください。

12月28日㈭～１月３日㈬ は、図書整理日・年末年始の為全館お休みとなります。

＊詳しいことは、館内ポスターや各図書館

　（室）に問い合わせの上、ご確認ください。

20畳からなる
絵本コーナー

は、

小さい子どもに
大人気！

紙芝居や大型絵
本もあります。

読み聞かせにど
うぞ。

お兄ちゃん、お
姉ちゃんと

仲良く読書。

楽しい時間を過
ごしてね。

窓から差し込む
陽の光の中で

ゆったりとお勉
強。

ついウトウトし
てしまうことも

…。

　

皆さんのご来室

お待ちしてます
!!

深江ふるさと伝承館内 １階

深江ふるさと伝承館図書室 図書ボランティア募集中！
興味をお持ちの人は、図書室までご連絡ください。

特集『深江ふるさと伝承館図書室』No.6

＊開室時間  10：30～18：30

＊休 室 日  月曜日（祝日の場合は翌日）、

＊休 館 日  月末日、年末年始、蔵書点検期間

深江ふるさと伝承館図書室 アクセス

深江総合支所

親和銀行病院

駐在所

みずなし本陣

深江体育館
深江中学校

深江小学校

←至布津 至島原→

ふるさと伝承館

図書室スナップ図書室スナップ図書室スナップ
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

メーデー 憲法記念日 国民の休日

エイズの日
歳末助け合い運動 立夏

●年金相談
　（加津佐公民館）
　10：00～15：00

●年金相談
　（南有馬総合支所会議室）
　10：00～15：00
●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●行政相談
　（布津公民館）　
　14：00～16：00

県民祈りの日

小暑・七夕 障害の日

●教育相談
　（西有家公民館）
　10：00～12：00

世界人権デー
月遅れ盆・
終戦記念日

動物愛護週間
秋の全国

交通安全運動
（21日～30日）

冬至 天皇誕生日

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～
●交通事故巡回相談
　（島原市役所）　
　10：00～16：00

　長崎県には豊かな風土に育まれた海

の幸、山の幸をはじめ、長い歴史や海外

文化との交流によって見出された全国

に誇る、優れた特産品が数多くあります。

　皆さんはそんな素晴らしい長崎の県

産品を食べたり、使ったりしていますか？

　お歳暮の時期です。ぜひこの機会に、

地元で作られた安心、安全ですてきな

特産品を県内外の親戚･知人の方々に

長崎の香りとともに贈ってみませんか。

　県産品の利用は産地の元気につなが

ります。県民挙げて｢長崎県ふるさとギ

フト｣の利用促進に取り組みましょう！

｢ふるさとギフト｣は、長崎県物産館や県

内百貨店など（市内の取扱店でも可）で

たくさん取り扱っておりますので、ぜ

ひお出掛けください。

また、インターネットでもお求めにな

れます。『ｅ-ながさき旬鮮市場』

http://www.e-nagasaki.com/

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。
●北有馬町・口之津町・加津佐町の行政相談は随時受け付けています。

●行政相談
　（深江ふれあいの家）
　13：00～16：00
●行政・心配事相談
　（西有家老人福祉センター）
　10：00～15：00

●年金相談
　（西有家住民センター
　 相談室）
　10：00～15：00

年越し
大はらい

人権週間

官公庁仕事納め

●行政相談
　（原城オアシスセンター）
　13：00～16：00

●フェスティビタス
　・ナタリス
　（有馬小学校グラウンド）

　17：00～20：30

●休業期間　平成18年12月30日㈯から平成19年1月3日㈬まで5日間
●お問い合わせ（関係機関）　島原リサイクルプラント　　☎0957-64-4885

　　　　　　　　　　　　　島原地域広域市町村圏組合　☎0957-64-6111

●お問い合わせ　各総合支所・住民センターの市民窓口または 市民生活部環境課　☎050-3381-5041

開　　場  14：00
開　　演  14：302006年12月16日㈯


